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アステラスは、企業価値の向上に向けて、常にコーポレートガバナンス強化に取り組んできた

アステラスのコーポレートガバナンスの変遷

取締役会の
過半数を
社外取締役に

指名委員会・
報酬委員会の
委員長を
独立社外取締役に

監査等委員会
設置会社へ移行

より良いガバナンスモデルを常に追求

指名委員会・
報酬委員会の
委員全員を
独立社外取締役に

独立社外取締役を
監査等委員会
委員長に選定

グローバル製薬
企業での経験を
有する

独立社外取締役
2名を選任2006

2025

2011
2018

2022

2024
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多様性に富み経験豊富なアステラスの取締役会

取締役 （社内取締役4名、独立社外取締役9名）

: 独立社外取締役

安川 健司 岡村 直樹 杉田 勝好

田中 孝司 桜井 恵理子 宮﨑 正啓 大野 洋一

中山 美加 秋山 理絵 荒牧 知子

取締役会議長

廣田 里香

指名委員会、報酬委員会

監査等委員会

委員長

委員長

Andreas Busch Mark Enyedy

NEW NEW
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アステラスのコーポレートガバナンス概要

1. ガバナンス体制
• 機関設計として監査等委員会設置会社を選択
• 多様で補完的な専門性を有する独立社外取締役が取締役会の過半数
• 完全に独立した指名委員会及び報酬委員会

2. 戦略的な監督と責任
• 取締役会は、会社の長期戦略および次期中期経営計画の策定に積極的に関与し、
当社の理念とビジョンとの緊密な整合性を確保

• Enterprise Priority Monitoring group (EPM)を通じた強力なモニタリング体制

3. 株主価値
• 規律ある資本配分を通じ、長期的な事業成長と株主価値を推進
• 株主利益と連動した経営陣へのインセンティブ
• 取締役会による株主との真摯な対話
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業績と成長を支える取締役会の効果的な運営および強固なモニタリング体制

業績の変動を早期に察知し、迅速かつ柔軟な対応を経営に要請

月次業績報告

四半期事業報告

損益計算書、製品ブランド・地域別販売動向、主要指標の進捗状況をまとめた資料を取締役へ共有

CEOによる取締役会への主要事業進捗とリスクに関する報告

監査等委員会 法務、コンプライアンス、ガバナンス、内部統制、リスク管理について定期的に取締役会へ報告

投資家の声 IR・SRチームから取締役会へ投資家からのフィードバックを定期的に報告

取締役会運営
事前の資料配布と簡潔なプレゼンテーションにより、取締役会にて十分な議論を確保することで、
有意義な意見交換および経営陣への適切な指示を実施
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独立社外取締役のみで構成されるEPMにより、取締役会の監督機能を強化

Enterprise Priority Monitoring group (EPM)による強固なモニタリング体制

EPM

外役会*

取締役会

執行体

議長: 田中 孝司 取締役
共同議長: 中山 美加 取締役

3EPに関する進捗報告

EPMの目的

取り組みの現状や見通しに対する、独立
社外取締役の理解の深化

全社的な優先事項の進捗に対する
取締役会による
より良いモニタリングの実現

EPMで得られた知見と確認された優先事項
の取締役会での議論への反映

外部アドバイザー 
(専門家、コンサルタントなど）

専門的知見による助言 （必要時）

*外役会: 独立社外取締役のみが参加する会合
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新任独立社外取締役 Mark Enyedy 略歴

MARK ENYEDY
独立社外取締役

製薬業界で豊富な
リーダーシップ経験を持つ経営者

1990年9月 Palmer & Dodge LLP, Associate

1996年2月 Genzyme Corporation, Corporate Counsel

1999年11月 同社 Oncology, Business Development, Vice President

2008年7月 同社 Transplant, Oncology and Multiple Sclerosis, President

2011年9月 Proteostasis Therapeutics, Inc., Chief Executive Officer, 取締役

2012年7月 Fate Therapeutics, Inc., 社外取締役

2013年8月 Shire plc, Internal Medicine, Head of Business Unit

2014年5月 同社 Head of Corporate Development

2016年5月 ImmunoGen Inc., President and Chief Executive Officer, 取締役

2017年9月 Keryx Biopharmaceuticals, Inc., 社外取締役

2020年3月 LogicBio Therapeutics, Inc., 社外取締役

2021年5月 Ergomed Group Limited, 社外取締役（現任）

2023年12月 BioMarin Pharmaceutical Inc., 社外取締役（現任）

2025年5月 Charles River Laboratories, Inc., 社外取締役（現任）

2025年6月 当社 取締役（現任）
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新任独立社外取締役 Andreas Busch 略歴

ANDREAS BUSCH
独立社外取締役

製薬イノベーションを
牽引する研究開発の専門家

1997年10月 Hoechst Marion Roussel, Head of DG Cardiovascular Diseases

1999年1月 Aventis, Head of DG Cardiovascular Diseases, Vice President

2000年9月 Goethe University Frankfurt, Extraordinary Professor of Pharmacology

2004年7月 Sanofi-Aventis, Global Head of Cardiovascular Research

2005年5月 Bayer HealthCare AG, Head of Discovery Europe, Senior Vice President

2016年1月 Bayer Pharma AG, Head of Drug Discovery

2018年1月 Shire plc, Head of R&D and CSO

2019年4月 Cyclerion Inc., Chief Innovation Officer and CSO

2022年2月 Centogene N.V., 社外取締役

2022年10月 Absci Corporation, Chief Innovation Officer（現任）

2025年6月 当社 取締役（現任）
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経験豊富な新任独立社外取締役がアステラス取締役会を強化

アステラスの取締役会に
参画を決断した理由

アステラスの
企業価値向上に向けた
私のコミットメント

就任後150日間の所感

ANDREAS BUSCH
製薬イノベーションを
牽引する研究開発の専門家

• アステラスの研究で生まれたイノベーションを患者さんへ届ける
過程を導き、加速させる機会に大きな魅力を感じています。

• リーダーシップと企業文化：経営陣は多様な視点を尊重し、
オープンで建設的な対話を積極的に促進しています。

• 研究開発の生産性：科学的知見を持つ立場から、
リスク評価を含むR&Dプログラムの高い透明性を高く評価して
います。

• 長期的な企業価値を守るガバナンスの徹底
• エビデンスに基づく監督と多様な視点の尊重
• 患者中心のイノベーションへの深いコミットメントと、

科学的卓越性を確実に成果へと結びつける取り組み

• アステラスは、重点戦略製品を軸としたトップライン・ボトムライ
ンの成長、利益率改善、革新的パイプライン、そして卓越した経営
陣により、長期的な株主価値創出に向けて確固たるポジション
を確立しています。

• 建設的な提言を通じ、ポートフォリオと事業開発を持続的な株主
価値創出に連動

• 資本効率の最大化とグローバル競争力の強化

• 長期的な価値創出には、イノベーションと経営規律の両立が不可
欠であるという信念

• 取締役会のダイナミクス：取締役会での議論は非常にオープンで
あり、戦略と実行の両面に関して詳細な情報が共有されている
と、強く感じています。

• 戦略とポートフォリオ：アステラスは、過去の成功に依存すること
なく、持続的な成長を実現することに真剣に取り組んでいます。

MARK ENYEDY
製薬業界で豊富な
リーダーシップ経験を持つ経営者
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